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新
年
明
け
ま
し
て
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
方
に
は
、清
々
し
く
、ま
た

心
新
た
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、今
年
は
合
併
後
12
年
目

と
な
り
、今
秋
に
は
町
長・町
議
の
改
選
が

あ
り
ま
す
。一
期
４
年
で
、４
回
目
の
選
挙

で
す
が
、今
の
と
こ
ろ
目
立
っ
た
動
き
は
な

い
も
の
の
、町
議
は
現
在
２
名
欠
員
で
す
か

ら
、期
日
が
近
づ
い
て
く
れ
ば
、動
き
が
活

発
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
二
元
代
表
制
と
言
わ
れ
る
地
方
自
治
に

と
って
、首
長
の
執
行
権
と
議
会
の
議
決
権

は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
権
限
で
あ
り
ま
す
が
、

民
主
主
義
社
会
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
、

各
々
立
ち
位
置
は
違
い
ま
す
が
、託
さ
れ

た
住
民
の
皆
様
の
幸
福
を
願
う
こ
と
で
同

じ
方
向
を
向
い
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、互

い
に
協
力
し
合
い
、よ
り
良
き
道
を
進
め
て

行
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
特
に
今
年
は
、選
挙
権
年
齢
が
２
歳
引

き
下
げ
ら
れ
、18
歳
の
人
か
ら
夏
の
参
議

院
選
挙
、秋
の
町
長・町
議
選
挙
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し一方
で

は
、昨
年
の
統
一地
方
選
挙
を
見
て
み
ま
す

と
、毎
回
投
票
率
が
下
が
り
、ま
た
無
投

票
で
当
選
す
る
首
長・議
員
も
増
え
て
い

ま
す
。特
に
若
者
の
選
挙
に
対
す
る
関
心

度
が
薄
れ
て
来
つ
つ
あ
る
の
も
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。特
に
住
民
の
皆
様
に
は
、一

番
身
近
な
選
挙
で
あ
り
ま
す
か
ら
、こ
れ

を
機
会
に
町
政
に
参
加
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

　
今
後
と
も
議
会
へ
の
叱
咤
激
励
と
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、皆
様
方

の
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
健
や
か
な
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、町
政
各
般
に
わ
た
り
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
第

70
回
国
民
体
育
大
会「
紀
の
国
わ
か
や
ま

国
体
」が
開
催
さ
れ
、み
な
べ
町
で
は
軟
式

野
球
と
山
岳
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
岳
競
技
で
は
世
界
で
活
躍
す
る
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
参
戦
等
も
あ
り
、町
内

外
か
ら
約
１
４
０
０
０
人
余
り
の
方
々
の

ご
来
場
を
い
た
だ
き
、新
し
い
交
流
を
生

み
出
す
と
と
も
に
、絆
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、ご
来
町
い
た
だ
い
た

多
く
の
方
々
か
ら
感
謝
の
言
葉
や
、お
礼

状
を
い
た
だ
く
な
ど
、み
な
さ
ん
に
た
い
へ

ん
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
大
会
を
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
多
く
の
町

民
の
み
な
さ
ま
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

お
も
て
な
し
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。今
後
も
こ

の
経
験
を
生
か
し
、地
域
の
絆
や
お
も
て

な
し
の
心
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
柱

は
、「
い
か
に
地
域
を
活
性
化
し
て
い
く

か
」で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に

は
、地
域
経
済
の
循
環
が
必
要
で
あ
り
、特

に
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
よ
る
所
得

安
定
を
確
保
す
る
事
で
、多
く
の
後
継
者

が
み
な
べ
町
に
残
り
、に
ぎ
や
か
な
子
ど
も

た
ち
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
る
町
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。産
業
面
や
福
祉
面
、特

に
健
康
寿
命
を
さ
ら
に
伸
ば
す
た
め
の
施

策
や
子
供
達
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
る
た
め
の
施
策
な
ど
、各
施
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
安
全・安
心
を
将
来
に

わ
た
って
、し
っ
か
り
と
支
え
、夢
と
希
望
の

持
て
る
年
と
す
る
た
め
、国
や
県
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
職
員
一同
、一丸
と
な
って
頑

張
って
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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の
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を
将
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に
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って
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と
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え
、夢
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年
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力
を
得
な
が
ら
職
員
一同
、一丸
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な
って
頑

張
って
ま
い
り
ま
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今
後
と
も
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、皆
様
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ご
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勝
と
ご
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を

祈
念
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た
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ま
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て
、新
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拶
と
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。

　
12
月
14
日
〜
15
日
に
イ
タ
リ

ア・ロ
ー
マ
の
Ｆ
Ａ
Ｏ（
国
連
食
糧

農
業
機
関
）本
部
で
開
催
さ
れ
た

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ（
ジ
ア
ス
）運
営・科
学

合
同
委
員
会
で「
み
な
べ・田
辺
の

梅
シ
ス
テ
ム
」が
世
界
農
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
認
定
が
決
定
さ
れ
た
15
日
夜

に
は
、み
な
べ
町・田
辺
市
の
農
業

者
な
ど
認
定
に
向
け
て
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
方
々
約
１
５
０
人
が
み

な
べ
町
役
場
に
集
ま
り
、吉
報
を

待
ち
ま
し
た
。午
後
10
時
す
ぎ

に
現
地
か
ら
認
定
決
定
の
第
一
報

が
町
長
か
ら
電
話
で
伝
え
ら
れ

る
と
、会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

と
喜
び
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
世
界
農
業
遺
産
は
、こ
れ
ま
で

に
世
界
で
32
の
地
域
が
認
定
さ

れ
て
お
り
、日
本
で
は
５
地
域
が

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
新
た

に
４
地
域
が
認
定
さ
れ
、日
本
で

は
●
み
な
べ･

田
辺
地
域
の「
み
な

べ・田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」（
和
歌
山

県
）●
長
良
川
上
中
流
域
の「
里

川
に
お
け
る
人
と
鮎
の
つ
な
が

り
」（
岐
阜
県
）●
高
千
穂
郷･

椎

葉
山
の「
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
の

森
林
保
全
管
理
が
生
み
出
す
持

続
的
な
農
林
業
と
伝
統
文
化
〜

森
と
農
林
文
化
が
創
る
森
林
理

想
郷
〜
」（
宮
崎
県
）の
３
地
域
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」

祝 

世
界
農
業
遺
産
認
定

　
は
じ
め
に
、み
な
べ・
田
辺
地

域
の
皆
さ
ん
、仁
坂
知
事
を
始

め
と
す
る
和
歌
山
県
関
係
者

の
皆
さ
ん
、こ
の
認
定
ま
で
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の

人
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
私
は
、こ
の「
み
な
べ・田
辺
の

梅
シ
ス
テ
ム
」の
梅
栽
培
、薪
炭

林
の
活
用
、炭
づ
く
り
、ミ
ツ
バ

チ
と
の
共
生
な
ど
、こ
の
シ
ス
テ

ム
を
作
り
、継
続
し
、発
展
さ
せ

て
き
た
先
人
の
方
々
の
お
か
げ

で
、ま
さ
に
遺
産
と
呼
ぶ
べ
き
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。こ
の
遺
産
が

世
界
的
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
、ま

た
南
高
梅
誕
生
50
周
年
を
迎
え

た
こ
の
年
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
は

大
変
嬉
し
く
思
って
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、こ
の
遺
産
を
後
世
に

ど
う
伝
え
て
い
く
か
、認
定
を
ど

う
活
か
し
て
い
く
か
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。　

　
み
な
べ・
田
辺
地
域
と
し
ま
し

て
も
、ま
す
ま
す
、生
産
者
・
加
工

業
者
・Ｊ
Ａ
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、地
域
振
興
や
梅
・
炭
の
消

費
拡
大
、国
内
外
へ
の
販
路
拡

大
な
ど
産
業
振
興
、ま
た
観
光

振
興
に
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長
あ
い
さ
つ

認定決定の第一報 梅干しでバンザイ

ローマのプレゼンの
様子
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み
な
べ
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第　
回

　

10
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
　
　
　
　
　

〔
参
加
者
　
28
名
〕

●
男
子
の
部

　
１
位
＝
西
端
成
治

　
２
位
＝
室
井
球
男

　
３
位
＝
伊
藤
和
雄
　

●
女
子
の
部
　

　
１
位
＝
新
川
玲
子

　
２
位
＝
中
原
喜
美
子

　
３
位
＝
西
玉
幸
子

卓
球

〔
参
加
者
　
38
名
〕

●
男
子
の
部

　
１
位
＝
片
山
　
承
　

　
２
位
＝
小
西
翔
太

　
３
位
＝
芝
　
洋

●
女
子
の
部

　
１
位
＝
小
川
夏
帆
　

　
２
位
＝
植
野
姫
歌
　

　
３
位
＝
高
田
麗
乃
葉

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

〔
参
加
者
100
名
〕

●
一般
Ａ
級
の
部

　
１
位
＝
尾
﨑
聡
・
栗
山
大
介

　
２
位
＝
尾
﨑
有
真
・
森
本
恵
輔

　
３
位
＝
西
山
友
章
・
湯
川
小
百

　
　
　
　
合
、西
本
一輝
・
平
野
景

　
　
　
　
士
朗

●
一般
Ｂ
級
の
部

　
１
位
＝
橋
本
慶
介
・
中
川
さ
ち

　
２
位
＝
望
月
智
子
・
玉
置
知
子

　
３
位
＝
岡
﨑
紗
代
・
岡
田
裕
子

　
　
　
　
花
村
千
栄
・
柿
本
富
久

●
中
学
生
男
子
の
部
　

　
１
位
＝
嶋
田
啓
人
・
矢
倉
翔
太

　
２
位
＝
南
部
慶
道
・
中
松
昂
聖

　
３
位
＝
土
井
康
右
・
岡
崎
咲
哉

　
　
　
　
片
岡
育
哉
・
榎
本
佑
哉

●
同
　（
コ
ン
ソ
レ
）

　
１
位
＝
辻
陸
斗
・
新
田
健
介

●
中
学
生
女
子
の
部
　

　
１
位
＝
伊
藤
百
菜
・
片
山
瀬
奈

　
２
位
＝
山
﨑
美
咲
・
大
木
優
実

　
３
位
＝
中
岡
華
菜
・
原
代
花
菜

　
　
　
　
小
池
ゆ
う
り
・
船
山
美
琴

●
同（
コ
ン
ソ
レ
）

　
１
位
＝
井
出
凛
・
尾
﨑
珠
寿

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

〔
参
加
者
　
20
名
〕

優
勝
＝
金
子
健
郎
・
岡
本
和
浩

準
優
勝
＝
線
崎
盛
男
・
糸
川
章

子ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

〔
参
加
者
　
48
名
〕

優
勝
＝
リ
ア
ル

　
田
中
雅
之
・
金
川
紗
央
里
・
高

田
英
伸
・
三
井
瞳
・
三
井
康
平
・

松
井
三
佳

準
優
勝
＝
清
城
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｄ

　
田
中
千
智
・
前
田
紗
希
・
山
川

南
美
・
平
篤
弥
・
北
谷
彰
大
・
仁

木
亮
介
・
柏
木
瑠
莉

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

〔
参
加
者
　
60
名
〕

優
勝
＝
熊
岡
Ｂ

　
森
岡
英
行
・
大
楠
實
・
西
本
正

男
・
大
木
政
敏
・
畑
崎
清
弘

準
優
勝
＝
梅
里

　
永
井
三
佐
男
・
安
井
一
雄
・

久
保
昇
太
郎
・
坂
本
眞
一・
安
井

賢
一郎

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

〔
参
加
者
　
130
名
〕

優
勝
＝
ミ
ナ
ベ
化
工
Ａ

　
西
岡
元
・
山
ノ
内
雄
基
・
寺
本

謙
大
・
堀
和
真
・
左
巴
雄
士
・
樫

本
竜
・
原
聖
人
・
森
　
大
・
大
畑

和
生
・
坂
本
浩
規
・
山
本
早
人
・

小
倉
悠
介
・
楠
本
遼
一

準
優
勝
＝
土
井
建
設

　
土
井
智
・
中
家
正
幸
・
田
野
和

仁
・
森
本
博
徳
・
谷
美
行
・
植
野

伸
一・
井
口
政
義
・
池
田
智
昭
・

岩
﨑
守
秀
・
小
山
和
重
・
寺
本

匡
・
桐
本
貴
啓
・
榎
本
浩
延
・
小

山
達
也

　
11
月
15
日（
壮
年
野
球
の
み
15

日
と
22
日
の
２
日
間
）、第
10
回

み
な
べ
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
町

体
育
協
会
主
催
）が
、町
内
各
運

動
広
場
や
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
８
種
目
の
競
技
に
約
５
８
２
名

が
参
加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　
各
種
目
で
入
賞
さ
れ
た
み
な

さ
ん
で
す
。
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壮
年
野
球
　

〔
参
加
者
　
158
名
〕

優
勝
＝
寺
谷
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

　
寺
谷
渉
・
谷
口
育
雄
・
谷
前

尚
・
西
野
武
夫
・
長
瀧
真
司
・
高

野
勉
・
西
村
毅
・
坂
本
忠
裕
・
藤

六
保
・
田
中
守
・
大
木
克
也
・
箱

木
英
樹
・
久
保
敏
昭
・
平
喜
之
・

山
本
正
・
芝
康
則
・
谷
口
勝
良
・

山
本
茂
芳
・
小
田
修
・
串
野
正

和
・
長
瀬
真
次
・
山
﨑
真
一・
硲
伸

之
・
龍
神
徹
・
北
谷
俊
明
・
田
中

則
男

準
優
勝
＝
東
吉
田
チ
ー
ム

　
森
健
一・
楠
本
修
三
・
西
端
俊

彦
・
三
木
秀
夫
・
西
原
邦
男
・

井
上
喜
一
朗
・
松
本
弘
平
・
阪
口

史
彦
・
中
家
章
一・
谷
雅
俊〔

敬
称
略
〕

　
野
村
小
児
科
内
科
医
院
　
野

村
吉
彦
先
生
が
、平
成
27
年
度

学
校
保
健
及
び
学
校
安
全
表
彰

（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
野
村
先
生
は
昭
和
56
年
か
ら

町
内
の
幼
稚
園
、小
・
中
学
校
の

学
校
医
と
し
て
、定
期
健
康
診
査

や
予
防
接
種
業
務
に
従
事
さ
れ
、

児
童・生
徒
の
健
康
増
進
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。　

　
ま
た
、生
活
習
慣
病
予
防
健

診
の
実
施
や
喫
煙
防
止
対
策
事

業
の
推
進
に
も
積
極
的
に
参
画

し
、こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
学

校
保
健
・
安
全
活
動
の
充
実
・
活

性
化
に
多
大
な
成
果
を
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
12
月
５
日
、み
な
べ
町
体
育
協

会
主
催
の
第
９
回
町
内
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
、小
学
生
か
ら

一般
ま
で
２
１
８
名
が
参
加
し
、沿

道
か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

力
いっ
ぱ
い
走
り
ま
し
た
。

　
入
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
で
す
。

※

各
部
門
で
１
位
に
な
ら
れ
た

方
は
広
報
の
最
終
ペ
ー
ジ
で
も
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
小
学
１・２
年
生 

女
子（
１
㎞
）】

①
松
場
碧
海（
上
南
部
２
年
）４

分
14
秒
②
早
田
す
ず
な（
清
川
２

年
）③
杉
本
日
菜
乃（
岩
代
１

年
）④
大
前
璃
音（
高
城
２
年
）

⑤
築
山
奈
那
世（
南
部
１
年
）

⑥
山
本
寧
（々
上
南
部
１
年
）　

【
小
学
１・２
年
生 

男
子（
１
㎞
）】

①
池
田
陽
向（
清
川
２
年
）４
分

04
秒
②
片
山
景
太（
上
南
部
２

年
）③
柳
河
日
向（
岩
代
２
年
）

④
山
川
一希（
清
川
２
年
）⑤
寺
谷

洋
祐（
同
）⑥
中
西
大
空（
岩
代

１
年
）

【
小
学
３・４
年
生 

女
子（
１
㎞
）】

①
橋
本
日
菜
子（
高
城
４
年
）３

分
45
秒・大
会
新
②
大
川
菜
々
未

（
南
部
４
年
）③
野
中
葉
月（
上

南
部
４
年
）④
森
川
り
な（
岩
代

３
年
）⑤
庄
司
聖
良（
上
南
部
４

年
）⑥
新
田
そ
ら（
清
川
４
年
）

【
小
学
３・４
年
生 

男
子（
１
㎞
）】

①
庄
司
悠
眞（
南
部
４
年
）３
分

37
秒
②
尾
﨑
巧
望（
同
）③
森
本

梗
太
郎（
上
南
部
３
年
）④
横
畑

勇
伸（
南
部
４
年
）⑤
石
大
晴
稀

（
岩
代
４
年
）⑥
山
下
侑
志（
上

南
部
３
年
）

【
小
学
５
年
生 

女
子（
１・５
㎞
）】

①
早
田
衣
吹（
清
川
）５
分
51
秒・

大
会
新
②
築
山
実
波（
南
部
）

③
畑
野
結
月（
上
南
部
）④
植
野

妃
奈（
同
）⑤
堀
口
佳
穂（
同
）

⑥
濱
口
怜
花（
南
部
）

【
小
学
５
年
生 

男
子（
１・５
㎞
）】

①
山
本
陽
介（
岩
代
）５
分
38
秒

②
藤
原
匠（
上
南
部
）③
清
水
快

音（
同
）④
久
保
佳
介（
同
）⑤
高

垣
颯
太（
南
部
）⑥
小
川
京
介

（
同
）

【
小
学
６
年
生 

女
子（
１・５
㎞
）】

①
寺
本
和
華（
上
南
部
）５
分
35

秒
・
大
会
新
②
堺
目
愛
和（
同
）

③
西
端
泉
美（
南
部
）④
田
上
彩

香（
上
南
部
）⑤
箱
木
明
香
里

（
清
川
）⑥
武
田
彩（
上
南
部
）

【
小
学
６
年
生 
男
子（
１・５
㎞
）】

①
森
壮
一
郎（
上
南
部
）５
分
32

秒
②
鈴
木
健
斗（
南
部
）③
大
木

結
雅（
上
南
部
）④
濱
口
晟
芽

（
南
部
）⑤
小
山
潤
成（
上
南
部
）

⑥
池
田
聖
生（
南
部
）

【
中
学
生 

女
子（
２
㎞
）】

①
尾
﨑
美
友（
南
部
２
年
）７
分

36
秒
②
前
岩
佑
奈（
同
１
年
）

③
野
村
真
佑（
同
）④
小
田
愛
里

（
高
城
１
年
）⑤
下
野
和
子（
同
）

⑥
越
本
里
梨
香（
同
）

【
中
学
生 

男
子（
３
㎞
）】

①
石
上
裕
之（
南
部
３
年
）10
分

02
秒
②
三
尾
倖
平（
同
１
年
）

③
清
水
友
登（
上
南
部
２
年
）

④
坂
内
佑
磨（
高
城
１
年
）⑤
久

保
佳
紀（
同
）⑥
森
本
貫
太（
南

部
２
年
）

【
一
般 

女
子（
２
㎞
）】

①
ジェニフ
ァ
ー
13
分
45
秒

【
一
般 

男
子（
３
㎞
）】

①
東
啓
11
分
44
秒
②
汐
崎
彰
彦

③
大
前
昇
平
④
ブ
ラ
ン
ド
ン

〔
敬
称
略
〕

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
野
村
吉
彦
院
長（
北
道
）

第
９
回 

み
な
べ
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

力
強
い
走
り
を
披
露



心をこめて叩きました
「和太鼓演奏、いかがでしたか」
今日は、一緒に楽しんでください

役場ってどんなお仕事してるのかなぁ？
「いつもお仕事ありがとうございます」

NEWS

　11月20日に愛之園保育園、24日に南部保
育所の子どもたちが、勤労感謝の訪問で役
場を訪ねて来てくれました。子どもたちは、少
し緊張しながら「いつもお仕事ありがとうござ
います。どうぞ受け取ってください。」と町長や
職員に手づくりの壁かざりなどをプレゼントし
てくれました。

できあがりを楽しみに、ひと針、ひと針
パッチワーク作品展を開催しました

　12月２日～13日、ゆめよみ館でパッチワーク作品展を開催しました。
　南部公民館で行っている「小学生のためのパッチワーク教室」と「パッ
チワーク教室」のみなさんが作った作品で、クリスマス飾りやバックなどの
素敵な作品が飾られ、大勢の皆さんにご覧いただきました。

　10月15日、上南部中学校３年生の生徒がふれあいセンターで、デイサービス利
用の方や近所の方たちに、和太鼓の演奏を披露しました。
　生徒たちは堂に入ったバチさばきで力強く太鼓を叩き、演奏終了後にはふれあ
いタイムとして、生徒たちの言葉を綴ったしおりをプレゼントしたり、一緒に太鼓やシ
ンバルをたたいておしゃべりしたりと楽しいひと時を過ごしました。
　見に来ていたおばあちゃんは、「孫がでるので、見に来たんですよ。楽しみで
す。」と嬉しそうに話してくれました。

愛之園保育園
南部保育所
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元気いっぱい　「火の用心！」
みんな火の元の確認忘れないでくださいね

　12月２日、幼年消防クラブの南部保育所
の子どもたちが、芝の町営住宅跡地で鼓
笛演奏や演技を披露して、保護者や地域
のみなさんに火の用心を呼びかけました。
毎年、火を使う機会が増え、火災が起きや
すいこの時期に、園児たちは保育所から住
宅跡地まで、演奏しながら行進し、火災予
防啓発を行っています。

「おもち、あったかい」こねこね、かわいいおもちができました
ぱっくり、チョコもちおいしいね

　町内の各保育所や幼稚園で、年末恒例
のおもちつきが行われました。
　12月８日、高城保育所では、お父さんたち
のつき方をお手本に、一人ひとり大きな杵を
おもちめがけて、「よいしょ、よいしょ」。出来
上がったおもちに、チョコを入れてもらって、
こねこね。最後は小さなお口でぱっくり。「お
いしいね。」

自転車にのる時はヘルメットを忘れずに！
横断歩道では左右を確認して、飛び出しは絶対しません　

　12月9日、上南部保育所で、和歌山県警
「ひまわり隊」のおねえさんと交通指導員の
方 を々講師に迎え、交通安全教室が開か
れました。
　人形やパネルを使って信号の見方など
交通ルールについて楽しく学んだり、横断
歩道のわたり方を練習しました。横断歩道
では、指さし確認忘れずに、あわてず元気
よく手を上げてわたりましょう。
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　ムヒカ元ウルグアイ大統領が語
りかける、さし絵たっぷりの薄い
本。でも中身は濃く、引用したくなる
言葉ばかりで、いろんなことを考え
させてくれます。家族やサークルな
ど、複数で読んだら話題が広がる
一冊です。
●踊ろう！　みんなで手話ダンス
（島田和子）●水木しげるの妖怪
なぞなぞめぐり（水木しげる）●天
井からジネズミ（佐伯和子）●和
食をつくろう！　１（柳原尚之　監
修）●野村萬歳と狂言を観よう
（小野幸恵）●怪談　牡丹灯籠
（金原瑞人）●おきたらごはん（岩
合光昭）●アンナとわたりどり（ア
ルスノー）●あーといってよあー
（堀川理万子）

ゆめよみ館・子ども向け

　高齢期を元気に過ごすために
は、毎日の食事が大切ですが、料
理を頑張りすぎてもだんだん億劫
になります。そこで管理栄養士が、
簡単でバランスの良い食事“一汁
二菜”を提案します。献立には、カ
ロリーと塩分量を表記しています。
ぜひお役立て下さい。
●空海（高村薫）●砂浜に座り込
んだ船（池澤夏樹）●ムシェ　小
さな英雄の物語（キルメン・ウリベ）
●探検家の日々 本本（角幡唯介）
●図説真田一族（丸島和洋）
●母がおカネをかくします。介護１
１０番（吉川浩　編）●白河天体
観測所（藤井旭）●嫁入り道具の
花ふきん教室（近藤陽絽子）●山
の近くで愉快にくらす（北尾トロ）
　

ゆめよみ館・大人向け

　音楽会で使う大事な笛をなくし
た小学三年生のツトムは、探しに
行った夕方の教室で、奇妙な格
好の二人の男に出合う。その男た
ちに笛は「わすれものの森」にある
と聞き、連れてきてもらったツトム
は、笛を取り戻すため、森に住む
三人の長老たちのテストに挑戦
することに…。
●ちいさなメリーゴーランド（マー
シャ・ブラウン）●モンタギューおじ
さんの怖い話（クリス・プリースト
リー）●子どもに伝えたい和の技
術　３　花火（和の技術を知る
会）

上南部分館・子ども向け

上南部分館　おはなしの会
１月13日（水）午後３時から

　日本語を使いこなすのは難しいけれども、日本語は面白い！
敬語の使い方や文字の話、言葉遊びなど奥深い日本語の世
界を紹介します。

「日本語」1階

　１月３１日に講演予定のビナードさんは日本語の達人！　講
演会は中学生以上が対象ですが、絵本や子ども向けの詩の
本もありますので、どうぞごらんください。

「ようこそ！　アーサー・ビナードさん」2階

く
さ
ば
よ
し
み 
編（
汐
文
社
））

世
界
で
い
ち
ば
ん
貧
し
い

大
統
領
か
ら
き
み
へ

　 シ
ニ
ア
夫
婦
の
お
い
し
い一
汁
二
菜

　
岡
田
淳
　
浦
川
良
治 

作（
Ｂ
Ｌ
出
版
）

わ
す
れ
も
の
の
森

12月28日（月）～1月４日（月）
　　　　休館（館内整理日含む）

９日（土）おはなし会（14:00～）

12日（火）休館

14日（木）ちいさいひとのためのおはなし会
　　　  （0～3歳）（10:30～）

16日（土）おはなし会（14:00～）　

18日（月）休館

23日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　　　　おはなし会（14:00～）

25日（月）休館

28日（木）ちいさいひとのためのおはなし会
　　　  （0～3歳）（10:30～）

29日（金）休館（館内整理日）

30日（土）おはなし会（14:00～）

31日（日）アーサー・ビナードさん講演会
　　　 （14:00～・ふれ愛センター）

2月1日（月）休館

ゆめよみ館・1月のカレンダー

上南部分館・大人向け

●春秋戦国　500年の興亡●気
仙沼ニッティング物語（御手洗瑞
子）●黄金色の夜（宇江敏勝）

1月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通 信
　ゆめよみ館、上南部分
館、清川分室の３会場で
行いました。子どもたちの
発想が面白い作品や、大
人の方々の技術の高い作
品がならび、みなさん感心
しながら楽しく見ていまし
た。

手づくり絵本＆紙皿絵本の展示

井
出
杏
海（
河
出
書
房
新
社
）

　12月11日～12日、南部高校生
の二人がインターンシップ（職業体
験）で、カウンターや本の整理など
を手伝ってくれました。
　読書好きの二人は楽しく丁寧
に仕事を行ってくれました。

高校生のインターンシップ
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の

　
平
成
28
年
４
月
採
用
の
み
な

べ
町
立
保
育
所
臨
時
保
育
士
を

募
集
し
ま
す（※

社
保
な
ど
各

種
保
険
あ
り
ま
す
）。

●
募
集
人
員
　
若
干
名

●
応
募
資
格

　
保
育
士
資
格
取
得
者（
平
成

28
年
３
月
末
ま
で
に
資
格
取
得

見
込
者
も
可
）

●
募
集
期
間

　
１
月
５
日（
火
）〜
１
月
15
日

（
金
）午
後
５
時
ま
で（
土・日・祝

日
を
除
く
）

●
提
出
書
類

　
履
歴
書（
市
販
品
）

　
資
格
証
の
写
し

●
提
出
先

　
住
民
福
祉
課（
み
な
べ
町
芝
７

４
２
番
地
）　

　
応
募
は
、郵
送
で
も
可
。但

し
、１
月
15
日（
金
）ま
で
必
着
の

こ
と
。

●
面
接
　
平
成
28
年
１
月
下
旬

※

応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
、面

接
試
験
に
よ
り
採
用
を
決
定
し

ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、住
民
福
祉
課
ヘ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
年
が
明
け
た
ら
申
告
シ
ー
ズ

ン
で
す
。そ
ろ
そ
ろ
申
告
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
確
定
申
告
の
申
告
相
談
は
、

２
月
15
日（
月
）か
ら

　
平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
の

相
談
と
申
告
書
の
受
付
は
、２
月

15
日（
月
）か
ら
３
月
15
日（
火
）

ま
で
で
す
。期
間
前
の
申
告
相
談

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。た
だ
し
、申
告
書
の
作
成

が
完
了
さ
れ
て
い
る
方
の
申
告
書

に
つい
て
は
、２
月
１
日
か
ら
受
け

付
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　
申
告
に
つ
い
て
の
く
わ
し
く

は
、御
坊
税
務
署（
℡
０
７
３
８̶

22̶

０
６
９
５
）、ま
た
は
役
場
税

務
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（※

申
告
相
談
等
の
く
わ
し
い
日

程
に
つ
い
て
は
、広
報
２
月
号
と一

緒
に
チ
ラ
シ
を
お
配
り
し
ま

す
。）

個
人
住
民
税
の
改
正

●
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長
に

つ
い
て

　
平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
お

い
て
、所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ

な
か
っ
た
住
宅
借
入
金
特
別
控

除
額（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
）を

個
人
住
民
税
か
ら
控
除
で
き
る

期
間
が
１
年
６
ヶ
月（
平
成
31
年

６
月
30
日
ま
で
に
入
居
）延
長
さ

れ
ま
し
た
。

１
月
10
日（
日
）〜

　
　
　
　
　
　
２
月
27
日（
土
）

　
空
気
が
乾
燥
し
、火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
期
で
す
。ち
ょっ

と
し
た
油
断
が
大
き
な
火
災
に

つ
な
が
り
ま
す
。台
所
や
暖
房
器

具
な
ど
、火
の
取
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
団
で
は
、火
災
が
発
生
し

や
す
い
こ
の
時
期
に
、町
内
を
巡

回
し
、火
災
予
防
の
啓
発
を
行
い

ま
す
。

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

町
臨
時
保
育
士
を
募
集
し
ま
す

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

消
防
団

『
冬
季
特
別
警
戒
』

　
　
　を
実
施
！

無
防
備
な 

　
　
心
に
火
災
が

 

　
　
　
　
か
く
れ
ん
ぼ
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住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に・・・

《
所
得
税
の
確
定
申
告・住
民
税
の
申
告
》



　
軽
ト
ラ
市
と
は
、複
数
の
軽
ト

ラ
が
一
堂
に
会
し
、荷
台
を
店
舗

に
見
立
て
、農
林
水
産
物
、加
工

品
、商
工
業
品
等
を
販
売
す
る

『
市
』の
こ
と
で
す
。

〔
開
催
日
時
〕

平
成
28
年
２
月
21
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※

少
雨
決
行
、売
り
切
れ
次
第

終
了
。

〔
開
催
場
所
〕

　う
め
振
興
館

　
上
南
部
小
学
校

〔
出
店
資
格
〕

●
出
店
車
両
　
原
則
、軽
ト
ラ
ッ

ク
も
し
く
は
軽
箱
バ
ン
に
限
る

●
出
店
者
　
原
則
、御
坊
市・日

高
郡
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
方
、ま
た
は
活
動
す
る
団
体・

グ
ル
ー
プ・販
売
拠
点
を
持
つ
店

※

飲
食
関
連
の
販
売
に
つ
い
て

は
、露
天
で
の
食
品
営
業
許
可

（
移
動
販
売
）を
お
持
ち
の
方
、

鮮
魚
に
つ
い
て
は
、使
用
す
る
自

動
車
で
魚
介
類
販
売
業（
移
動

販
売
）の
許
可
を
お
持
ち
の
方
に

限
り
ま
す
。

●
出
店
費
用
　
無
料

〔
募
集
台
数
〕

　
20
台

〔
募
集
締
切
日
〕
　

　
平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）

　
午
後
５
時
ま
で

※

出
店
予
定
台
数
を
超
え
る
場

合
は
、先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

〔
申
込
方
法
〕

　
出
店
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、左
記
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※

出
店
申
込
書
の
用
紙
は
、う
め

課
及
び
各
公
民
館
に
お
い
て
い
ま

す
。町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〔
申
込・お
問
い
合
わ
せ
先
〕

　
み
な
べ
町
役
場
　
う
め
課

　
み
な
べ
町
芝
７
４
２
番
地

　
T
e
l 

74̶

３
２
７
６
　

　
F
a
x 

72̶

３
８
９
３

　E-m
ail

　um
eka@

tow
n.m
inabe.lg.jp

 

　
も
う
す
ぐ
梅
の
花
が
咲
き
始

め
、早
春
を
求
め
る
大
勢
の
観
梅

客
で
賑
わ
う
季
節
が
や
って
き
ま

す
。

　「
南
部
梅
林
」は
１
月
30
日

（
土
）か
ら
、「
岩
代
大
梅
林
」は

２
月
６
日（
土
）か
ら
開
園
予
定

で
す
。

　
両
梅
林
と
も
、開
園
中
の
土・

日・祝
日
に
は
、色
々
な
催
し
を
予

定
し
、み
な
さ
ま
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
町
内
外
の
親
類
や
お
友
達
な

ど
を
誘
っ
て
、日
本
一の
南
高
梅
の

里
の
壮
大
な
景
色
や
香
り
を
ご一

緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
梅
林
の
開
花
状
況
や
催
し
案

内
は
、梅
花
テ
レ
フ
ォ
ン
情
報

（
℡
74̶

３
２
１
９
）で
随
時
、ご

案
内
し
て
い
き
ま
す
。

 

う
め
課（
℡
74
ー
３
２
７
６
）
か
ら
お
知
ら
せ

う
め
課（
℡
74
ー
３
２
７
６
）
か
ら
お
知
ら
せ

日
高
地
方
軽
ト
ラ
市（
み
な
べ
エ
リ
ア
）

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

●
相
談
日
時
　
１
月
27
日（
水
）

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
の

間
で
順
次

●
相
談
場
所
　

　
役
場
１
階
　
会
議
室

●
申
込
先
　
産
業
課
　

●
申
込
締
切
　
１
月
25
日（
月
）

　
町
と
日
本
政
策
金
融
公
庫

は
、農
業
資
金
の
借
り
入
れ
や
返

済
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談

な
ど
、農
業
資
金
に
関
す
る
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
農
業
資
金
に
関
係
す
る
こ
と

な
ら
、何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。相
談
は
、日
本
政
策

金
融
公
庫
担
当
者
と
の
個
別
相

談
方
式
で
行
い
ま
す
の
で
、プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。安
心

し
て
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申

込
み
が
必
要
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、産
業
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
業
課（
℡
72
ー
１
３
３
７
）
か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
72
ー
１
３
３
７
）
か
ら
お
知
ら
せ

農
業
資
金
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

農
業
資
金
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
今
年
７
月
に
販
売
し
ま
し
た

「
み
な
べ
と
く
と
く
お
買
い
物
券

（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
）」の
利
用

期
間
は
、平
成
28
年
１
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。利
用
期

間
が
過
ぎ
る
と
無
効
と
な
り
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、必
ず
期
間

内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　「
み
な
べ
と
く
と
く
お
買
い
物

券
」に
つ
い
て
の
く
わ
し
く
は
、町

商
工
会（
℡
72̶

３
２
２
５
）へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。取
扱
店

等
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確

認
で
き
ま
す
。

使
い
忘
れ
は
な
い
で
す
か
？

「
み
な
べ
と
く
と
く
お
買
い
物
券
」の

ご
利
用
は
、平
成
28
年
１
月
31
日
ま
で
！

使
い
忘
れ
は
な
い
で
す
か
？

「
み
な
べ
と
く
と
く
お
買
い
物
券
」の

ご
利
用
は
、平
成
28
年
１
月
31
日
ま
で
！
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春
は
も
う
す
ぐ
　

「
観
梅
」の
季
節
で
す
！

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民福祉課
税　務　課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
　 検 査 室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
住民福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
生活環境課
　水 道 係
　下水道･環境係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
　学校教育
　Ｆ　Ａ　Ｘ
　社会教育・国体
中央公民館
共通ＦＡＸ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７

７４－２１９１
７４－３621
７４－３134
７４－３３３４
７４－2418

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣） 1階

1階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

あなたも放送大学で学んでみませんか

陸・海・空 自衛官候補生
採用試験のお知らせ
陸・海・空 自衛官候補生
採用試験のお知らせ

●身　　分　特別職国家公務員
●応募資格　採用予定月の１日現在、18歳以上27歳未満の男子
●試験期日　平成28年1月16日（土）
●試験場所　自衛隊和歌山地方協力本部（和歌山市）
●申込受付　平成28年1月15日まで

放送大学４月生募集
　放送大学では、平成28年度第1学期（４月入学）の学生を募集しています。
　放送大学は、テレビ等の放送やインターネットを通して授業を行う通信制の
大学です。
　働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で
幅広い世代、職業の方が学んでいます。文学から科学まで幅広い分野を学べ
ます。
　入学試験はありませんので、お気軽にお問い合せください。資料のお取り寄
せは無料です。
●出願期間　
　第１回は２月29日まで、第２回は３月１日～３月20日まで（インターネット
出願も受け付けています。）
●資料の請求及びお問い合わせ先
　放送大学和歌山学習センター（☎０７３－４３１－０３６０）
　〒641-0051　和歌山市西高松１丁目７－20
　Ｅ－mail　wakayama-sc＠ouj.ac.jp

お問い合わせ先　

自衛隊御坊地域事務所　御坊市湯川町小松原410-1　丸仁第１ビル１階
（℡０７３８-23-００２０　℡０７０-６５８９-０３２７ ℡０７０-６５９１-１０１０）
または役場総務課へ。　
　 

ホンデリング～ 本でひろがる支援の輪 ～
　あなたの本のご寄付で、犯罪被害に遭って身体や心を傷つけられたり、大
切なものを失ったりして苦しんでいる方たちへの支援活動へつながります。
　犯罪被害に遭われた方が安心した生活を取り戻せるように、力を貸してく
ださい。

公益社団法人　紀の国被害者支援センター事務局
和歌山市小松原通１丁目２番の１
☎０７３－４２７－２１００
月～金（祭日は休み）　10：00～17：00
ＨＰ　http://wakayama-kvsc.jp

〔お問い合わせ先〕
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新入生募集中!
　南部長寿大学が、来年度の新入生を募集しています。
　南部長寿大学では、健康や娯楽、文化や歴史などの学習
を通して、高齢者の友人づくりや生きがいづくりをめざして
います。参加して、素敵な出会いや生きがいを見つけませ
んか。

原則として旧南部町在住の65歳以上の方
（但し、上記以外の方で入学を希望される方
は、相談に応じます。）
原則として無料（※研修等必要に応じて実費
必要）
原則として月１回、健康・歴史・工作・レクリ
エーション・社会見学などの講座を行います。
２月末までに、南部公民館（片町）
℡72－１４００へ。

●資　　格

●費　　用

●学習内容

●申し込み

南部長寿大学平成28年度

※堺、山内、東・西岩代方面の方は、送迎します。

　
最
近
、「
物
忘
れ
や
う
っ
か
り

ミ
ス
が
多
く
な
っ
た
」「
新
し
い
こ

と
を
覚
え
に
く
い
」な
ど
、気
に

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
認
知
症
に
つ
い
て
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」と

いっ
た
お
悩
み
に
お
応
え
で
き
る

よ
う『
物
忘
れ
相
談
』を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

　『
物
忘
れ
相
談
』で
は
、専
門

医
が
個
別
に
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。物
忘
れ
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ど
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に
な
る
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症
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い
か
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談
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だ
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い
。ご
家
族
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方
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は
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。
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事
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。
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２
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４
４
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２
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）
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０
６
５
）

＊
相
談
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
、事
前
に
予
約
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
に
使
用
し
た
用
紙（
相

談
連
絡
表
）は
、町
で
保
管
し
ま

す
。ま
た
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４
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１

号
　
℡
25
│
２
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１

※
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れ
愛
セ
ン
タ
ー（
℡
74
│
３
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３
７
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も
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て
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。

見
つ
け
よ
う
、新
し
い
自
分

は
じ
め
の
一
歩
、応
援
し
ま
す
！
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田辺市高雄一丁目・田辺市民総合センター内、℡26－4909
◆診療科目　内科・小児科・歯科の応急診療
◆受付時間　9：00～11：30、13：00～17：00

　対象の方には、予診票を送付しています。
　インフルエンザ予防接種を町の補助を受けて接種で
きるのは、平成28年１月30日までです。接種を希望される
方は、早めに接種してください。

センター
だより
センター
だより

（住民福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

乳幼児健診 （ 場所 ふれ愛センター ）

上南部保育所（℡74-3022）  ６日（水）・19日（火）10：00～11：00
愛之園保育園（℡72-2371）  ８日（金）10：00～10：50

トレーニング教室

１月８日（金）・15日（金）・22日（金）・29日（金）
18：00～21：00　トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00　健康リズム体操
                   （音楽に合わせて行う楽しい体操です。）　
参加費は無料。成人ならどなたでも参加ＯＫです。
※この教室は成人の方の健康づくりを目的としています。
 お子様連れで参加される方は、お子様の安全や教室の  
　妨げにならないようご配慮をお願いします。

場所：はあと館（社会福祉センター）

お外で自由遊び

高城保育所（℡75-2044）  21日（木）10：00～11：00
清川保育所（℡76-2251）  22日（金）10：00～11：00

お店やさんごっこ

愛之園保育園（℡72-2371）  21日（木）10：00～10：50
※南部保育所（℡72-4520）は、お休み

保育園ってどんなとこ

愛之園保育園（℡72-2371）  ８日（月）10：00～10：50
お店やさんごっこ

南部保育所　（℡72-4520）  ３日（水）10：00～11：00　
上南部保育所（℡74-3022）  ３日（水）10：00～11：00
高城保育所　（℡75-2044）  ３日（水）10：00～11：00

節分まつり

４・10か月児健診　
（平成27年9月・3月生まれ）１月８日（金） 12：45～13：15

２歳６か月児健診
（平成25年6月・7月生まれ）１月20日（水） 12：45～13：15

健診名（対象乳幼児） 実　施　日 受付時間

年末年始（12月30日～1月3日）
もし、急病になったら・・・・

田辺広域休日
急患診療所へ
田辺広域休日
急患診療所へ

インフルエンザ・成人用肺炎球菌の
予防接種はおすみですか

今年度対象者
インフルエンザは、昭和25年10月１日生まれま
での方
成人用肺炎球菌は、今年度65・70・75・80・85・
90・95・100歳の方
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（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

日　時
場　所
対　象
内　容

１月２８日（木）13：30～15：00
ふれ愛センター
妊婦または小さなお子さんの保護者
①妊娠中のママの食事は大丈夫
②離乳食の進み方は大丈夫

：
：
：
：

マタニティー＆ベビーサロン

１月３日（日）
（南部ライオンズクラブ・町共催）
9：30～12：00／13：00～16：00
バリューハウス南部店様前
田辺赤十字血液センターからお願い
　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本人である
ことを証明できるもの（運転免許証など）をご持参ください。



子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日
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7 9
■愛之園保、避難訓練 ■清川小、きしゅう君の家訪問

■南部幼・白梅幼・各小中学校、
　始業式
■おひさま広場（保育所開放）、
　お外で遊ぼう
　（10：00～・愛之園保）
■４・10か月児健診
　（12：45～・ふれ愛センター）

■南部幼、ふれあいの日
■田辺年金事務所・年金相談窓口
　開設（9：30～16：00）

108 110番の日

14 16
■南部保、クッキング
■南部幼、収穫祭
■上南部小1・2年、読み聞かせ
■県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～）
■人権・行政・登記相談
　（13：30～・ふれ愛センター）

■ひかり保、おじいちゃん、
　おばあちゃんとの集い
■南部幼、避難訓練
■上南部小3・4年、読み聞かせ
■高城小、校内年賀状抽選会

■南部小、古紙回収
■白梅幼、園開放日

■日高地方駅伝競走大会
　（日高川町）

1715 防災とボランティアの日

21 23
■清川保、避難訓練
■上南部小5・6年、読み聞かせ
■上南部中、防災教育研修会
■南部長寿大学
　（14：00～・南部公民館）
■おひさま広場（保育所開放・10：
00～）、保育園ってどんなとこ・愛
之園保、お店やさんごっこ・高城保

■南部保・上南部保・高城保、
　避難訓練
■おひさま広場（保育所開放）、
　お店やさんごっこ
　（10：00～・清川保）
■こひつじランド育児講座
　わらべうたであそぼう
　（10：00～・ふれ愛センター）

■南部幼、ふれあいの日 ■町女性大会（ふれ愛センター）

2422

28 30
■岩代小1～3年、読み聞かせ
■上南部小、開校記念日・
　なわとび大会・節分集会
■マタニティー＆ベビーサロン　
　（13：30～・ふれ愛センター）
■県による巡回職業相談
　（13：00～・南部公民館）

■南部保、発表会
■上南部保、音楽発表会
■南部幼、ふれあいの日
■白梅幼、園開放日

■南部梅林、観梅くじ引き大会

3129 南部梅林開園

◆「はたちの献血」キャンペーン
（1日～2月28日）
◆個人事業者の消費税および地
方消費税の確定申告（4日～3月
31日）

◆防災とボランティア週間（15日
～21日）
◆緑の募金（15日～5月31日）
◆全国学校給食週間（24日～30
日）

2
■献血（9：30～12:00、13：00
～16：00バリューハウス南部店
様前）

31元日
あけまして
おめでとうございます

梅林のイベントは、開花状況
や天候により変更する場合が
あります。

うめ振興館は、1日・2日・3日も
開館しています。

毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日
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●14日（木）13：30～15：30
◇ふれ愛センターで
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）
◆登記相談（和歌山地方法務局田
辺支局員）

●毎週月～金曜日9：00～16：00
◇片町　はあと館で

●28日（木）13：00～15：00　
南部公民館（片町）で
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

●９（土）（9：30～16：00）年金相
談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

●連絡は教育学習課
（℡74-2191）へ

●毎週金曜日9：00～12：00
◇ふれ愛センターで

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童委
員さんと一体になって活動する主
任児童委員さんもいます。近くの
民生児童委員さんのお名前やくわ
しいことは、住民福祉課
（℡72-2161）へ。

ねんきんダイヤル
0570-05-1165

●IP電話・PHSからは
　　　　　℡03-6700-1165へ
月～金曜日　午前8：30～午後5：15
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
第２土曜日　午前9：30～午後4：00

4 5 6
■町消防団出初め式
　（9：00～・町民広場）
■愛之園保、町立保育所、
　保育始まり

■おひさま広場（保育所開放）、
　自由遊び（10：00～・上南部保）
■し尿収集業務開始

■新成人の集い
　（受付12：30～・
　紀州南部ロイヤルホテル）
■ひかり保、始業式
■ごみ収集業務開始

官公庁仕事始め

11 12 13
■おひさま広場（保育所開放）、
　お外で自由遊び（10：00～・
　高城保）

■南部保、絵本の読み聞かせ
■高城保、絵本の時間
■愛之園保、ｅｃｏ孫爺
　（一緒にお正月遊び）

成人の日

18 19 20
■南部幼、絵本読み聞かせ
■岩代小3年、歴史民俗資料館
　見学・4～6年、読み聞かせ
■南部中3年、年金学習
■おひさま広場（保育所開放）、
　自由遊び（10：00～・上南部保）

■南部幼、新入園児面接
■白梅幼、避難訓練
■愛之園保、クッキング・
　交通安全教室
■岩代小、不審者回避訓練
■高城小、人権作文発表会
■2歳６か月児健診
　（12：45～・ふれ愛センター）

■清川小、校内年賀状抽選会

118番の日 食育の日

25 26 27
■ひかり保、避難訓練
各納期　水道料金・公共下水道使
用料（11・12月分）/農業集落排水
使用料（12・1月分）の各口座振替

■清川保、クッキング
■清川小、人権作文発表会

■愛之園保、避難訓練

文化財防火デー

◆「はたちの献血」キャンペーン
（1日～2月28日）
◆個人事業者の消費税および地
方消費税の確定申告（4日～3月
31日）

◆防災とボランティア週間（15日
～21日）
◆緑の募金（15日～5月31日）
◆全国学校給食週間（24日～30
日）



広
報
み
な
べ
1
月
号　

平
成
28
年
1
月
１
日
発
行（
第
136
号
）
編
集
発
行
・
み
な
べ
町
総
務
課　

〒
645ｰ

0002　
和
歌
山
県
日
高
郡
み
な
べ
町
芝
７
４
２
番
地　

TEL
０
７
３
９ｰ

72ｰ

２
０
１
５
㈹　

FAX
０
７
３
９ｰ

72ｰ

１
２
２
３

公共下水

（件）

1,459／約2,100　（69.5％）（前月比＋2）
農業集落排水

町の下水道整備（つなぎ込み）状況町の下水道整備（つなぎ込み）状況

（11月末 現在）

男
女
人口
世帯数

11月末現在
６，３78人
７，０６5人
１３，４4３人
４，８２０世帯

（前月比）
（－9 人）
（－ 1人）
（－10人）
（±0世帯）

11月中の異動
出生 　 8人
死亡   15人
転入　28人
転出　31人

高齢化（65歳以上）
割合  29.6％

人のうごき西岩代 116／129 （89．9％） （前月比±0）
東岩代 150／181 （82．9％） （前月比±0）
受　領   35／37 （94．6％） （前月比±0）
共和東 220／260  （84．6％） （前月比±0）
本　郷 119／129 （92．2％） （前月比±0）
共和西   52／77 （67．5％） （前月比±0）
西本庄 224／264 （84．8％） （前月比±0）
晩稲熊岡 229／364 （62．9％） （前月比＋1）

みなべ町のホームページ
http://www.town.minabe.lg.jp

広報みなべは再生紙を
使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆QRコード
http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

「声援も大きな力に！ ゴールをめざして」
第９回  みなべ町マラソン大会

●小学１・２年生女子　松場碧海●小学１・２年生男子　池田陽向●小学３・４年生女子　橋本日菜子●小学３・４年生男子
庄司悠眞●小学５年生女子　早田衣吹●小学５年生男子　山本陽介●小学６年生女子　寺本和華●小学６年生男子　森
壮一郎●中学生女子　尾﨑美友●中学生男子　石上裕之●一般女子　ロジャーズ・ジェニファー●一般男子　東　啓　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔敬称略〕

各部門で１位になられたみなさん


